
長野県における 
 自己肯定感向上を目的とした 
  モジュール学習の導入と効果について 

長野県須坂市立高甫小学校 松倉邦幸 

2018.08.07 「先生の学校 研究発表会」 

「できた！」「分かった！」体験を積み上げよう！ 



１ ・モジュール学習 

２ ・次期学習指導要領 
   英語教科化に関連した 
   モジュール学習の活用 

３ ・実施に向けての課題 



モジュール学習で目指すものは？ 
☆何事もやる気、学習意欲がほしい 

「できた！」「分かった！」という体験 

成功体験による自己肯定感の向上 

☆学ぶことの「体幹トレーニング」 



モジュール学習とは何か？ 

短時間学習（10～15分） 

 →音読・計算・フラッシュ教材を使用 

 →１パート３分程度  



モジュール学習のポイント 

発散（音読）と集中（計算） 

スピード・テンポ・タイミング 

児童の実態に合わせた教材 



モジュール学習の考え方 

•他者との比較ではなく、自分の伸び・成長に
目を向けたプログラム 

 →昨日の自分より、今日の自分が 

  伸びていることを実感するためにやる 

•自己肯定感アップを目指し、学力向上は目
指さない。でも・・・ 



モジュール学習の流れ 

②計算パート 

 発散・気持ちの解放後の集中！ 

③フラッシュパート 

 みんなで楽しみながら学習！ 

①音読パート 

 思いきり声を出し発散！集中！ 動 

静 

④プラスα 



音読パートの良さ 

•大きな声・普通に言える・小声・口パク・聞くだけ・・・  
最初は何でもいい。繰り返すことで言えればいい。 

•詩や古典、ことわざ・早口言葉などに触れる 

•小学生が中学生でやるような古典に触れる 

→「難しかったけど、やっているうちに言いえるようになった」 

→やったらできた！前よりできるようになった！を実感 





計算パートの良さ 

•計算問題では、３分勝負。（気持ちよく集中） 

•３分の内容を学級の様子に合わせて調節する。 

⇒ やりきれる量・欲張らない・同じ問題を反復 





フラッシュパートの良さ 

•国語・算数・理科・社会・英語・・・何でもできる 

•３分以上はやらない 

•サーバーのデータを共有 



の良さ 【じっくりタイム】 
•音読・計算・フラッシュの１０分間の後 

 →１５分間のうち、最後の５分は簡単な 

 グループ活動も可能（３分考える・２分共有） 

  →国語・算数：グループで協力して解く問題 

                （３～４人グループ） 

 →漢字・ローマ字のワークシート（２～３分で完結） 

プラスα 



自作のワークシート（英語・ローマ字・漢字） 



モジュール学習に取り組んでの感想（高甫小４年） 

①大きな声で音読ができるようになった。 23% 57% 20% 0%

②むずかしい文でもちょう戦できた。 43% 33% 23% 0%

③くりかえすうちに言えるようになってきた。 67% 23% 10% 0%

④大きな声を出すとスッキリする。 40% 23% 30% 7%

⑤以前の自分より計算が早くなった。（早くなった気がする） 43% 43% 13% 0%

⑥前の回よりタイムが早くなったり、〇がふえるとうれしい。 60% 20% 20% 0%

⑦フラッシュパート（漢字・都道府県・理科など）は役に立つ。 40% 43% 17% 0%

⑧英語のモジュールは、授業で役に立った。 53% 33% 10% 3%

⑨モジュール学習を通して、前より「できた！」「分かった！」ということがふえた。 70% 13% 17% 0%

A B C D質問

2017年7月24日実施 4年32名 



来年度：新学習指導要領移行期間開始 

外国語活動・外国語をどう実施するか？ 

時数の確保をどうするか？ 

［＋１５時間？］［＋３５時間？］ 
     【移行措置】              【先行実施】 

最終的に３～６年で３５時間をどう捻出するか 
※移行期間中は、総合的な学習の時間から１５時間流用はできるが、２年後は？ 



英語教科化による授業時数増について 



時数確保について（例） 



時数確保のためにモジュール学習を活用 

日課表に１５分の帯の時間をつくり・・・ 

①３～６年の国語・算数の一部授業を 
  モジュール学習化 →３５時間確保 

②１・２年生もモジュール学習を導入し、  
  低学年から自己肯定感アップ 

③５・６年生は、「英語モジュール」を導入することで 
  児童も教師も負担少なく英語を楽しく学習 



英語モジュールとは？ 
◎５・６年生時数増加分を短時間学習でカバーす
るもの 

◎モジュール学習のメソッドを使用し開発 

→英語に触れる機会が増える（１５分×３回） 

→英語に慣れ親しむ＋「できた！」「分かった！」体験 

→４５分の授業と連動することで相乗効果あり 



皇學館大學：川村一代教授 
ノートルダム学院小：田縁眞弓先生 



英語モジュールの展開 

１回あたり１５分（４５分÷３回） 

３分×５セット 
（別の時間編成も可能） 

▪スピード・テンポ・タイミングを意識した展開 

 



３分×５セット（例） 

（別の時間編成も可能） 



モジュール学習との共通点 

動 

静 

動 

静 

動 

静 



書く活動 
読む活動 

Try & Enjoy 
【3分×5セット】 

読む・書く活動 
【3分+3分】 
話す・聞く活動 

【6分】 

読む活動(チャンツ等) 
【3分】 

話す・聞く活動 
【約12分】 

読む・書く活動 
話す・聞く活動 
内容・時間の 

組み合わせは自由 





英語モジュールに取り組んでいて感じていること 

2016年11月実施 ５年14名 ６年11名 計25名 



モジュール学習・英語モジュールをやっての感想 
•入学後、読むことや聞くことができたから、特に抵抗感なく英語の授業に取り
組めた。 

•英語モジュールをしていたので、アルファベットを抵抗なく書けたり、読めたりし
た。英単語や文を見たときに、読めるものがあった。 

• みんな集中して行っていたし、授業では英語で伝えることができるか実践する
機会をたくさん作ってもらえて英語に慣れ親しむことができた。 

•先生が工夫してモジュールや英語の授業をしてくださったので、とても楽しく行
うことができたし、毎回英語の曲を歌うことが好きでした。 

•何かしら自信がついた。とりあえずやってみようかという気持ちになった。 

•計算を早くできるようになった。 

•読む力がついた。国語が好きになった。 

２０１６年度卒業生の感想 2018.08現在 



北相木小の日課表（H２９年度版） 高甫小の日課表（H３０年度版） 



実施に向けての課題 
•日課表の変更 

•教科としてカウントする場合の年間指導計画や評価
の在り方の研究・準備 

•英語モジュールにする場合の指導計画 

•教材の準備・開発 

•職員同士の理解・協力 

•自身の新しいものへの挑戦の気持ち 

 

 

 


